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のことを「原住民」と正式に呼称しており、本稿でもこれを使用する）は、台湾の四大エスニック・グループのひとつである（その他の三つは「外省人」 「閩南人」 「客家人」でいずれも中国大陸から渡ってきた人々である） 。原住民はさらに多くのグループに分類されるが、現在政府により公認されているのは一六民族である。彼らの人口は二〇一五年末現在で約五四万六〇〇〇人であり、台湾全人口の約二 ・ 三％に過ぎないが、台湾社会を語る際に欠かせな 集団である。ここでは、最近刊行された図書のなかから台湾原住民を扱った資料を紹介する。　
王甫昌著、松葉隼・洪郁如訳『族





増補版』 （平凡社、二〇一三年）は、統治者の観点ではなく 台湾島をその観点とし、さらに先住民を記述の起点として執筆している。これ より三万年～五万年前の先史時代から、民主化が進んだ一九九〇年代までの台湾の歴史を支配者以外の観点から知ることができる。　
特定の原住民グループに着目した
研究資料としては、山路勝彦著『台湾タイヤル族の一〇〇年：漂流する伝統、蛇行する近代、脱植民地化への道のり』 （風響社、二 一一年）がある。タイヤル族は主に台湾の中北部の山地に居住しており そ 人口は、二〇一五年末現在で約八万七〇〇〇人、原住民のなか は三番目に人 が多い。この本では人類学的視点から過去一 〇年以上に渡るタイヤル族の生活文化について記述しており、日本統治以前 日本統治中、そして日本統治後の彼らの伝統的生活とその変容、新たな文化創造について知ることができる。　
石垣直著『現代台湾を生きる原住









ること、また度重なる統治者の変化などの歴史的理由から台湾で使われている言語も一様ではない。菅野敦志著 『台湾の言語と文字： 「国語」 ・ 「方言」 ・ 「文字改革」 』 （勁草書房、二〇一二年）では、一九四五年以降の言語・文字政策についてま められている。原住民の言語については、一元的な国民統合政策から、多様性を尊重する「多言文化主義」へ 移行のなかで見直され、郷土教育の一環として学校教育に組み込まれていく過程が記されている。　
林怡蕿著『台湾のエスニシティと
メディア：統合 受容と拒絶のポリティクス』 （立教大学出版会、有斐閣（発売） 、二〇一四年）
では、四
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